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■流域内の自治体
　１都，２県，
　２２市，２区，３町，３村

■直轄管理区間　
　多摩川：河口～万年橋まで64.3km区間
　浅　川：多摩川合流点～南浅川合流点まで13.2km区間

1.11.1 流域の概要流域の概要
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■流域諸元（流域面積と幹線流路延長）
　多摩川：1,240km2、138km
　浅川　：156km2、30km

■流域内人口
　315万人（平成12年度国勢調査より）

高幡橋

直轄管理区間

1



1.21.2 流域の特徴流域の特徴

多摩川を利用する人々多摩川を利用する人々

新二子橋新二子橋

二子橋二子橋

田園都市線鉄橋田園都市線鉄橋

兵庫島公園兵庫島公園
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1／2,970 1／620
1／460

流域の市街化率の変遷流域の市街化率の変遷

多摩川の河川利用の状況多摩川の河川利用の状況

関東の都市域を流れる主要河川の河床勾配関東の都市域を流れる主要河川の河床勾配

約5％

約20％

約30％

市街化率



青梅市

①

羽村市

福生市

昭島市 立川市

国立市

府中市

調布市

狛江市
世田谷区

大田区

川崎区

川崎市

幸区

中原区

高津区

多摩区

稲城市
多摩市

日野市八王子市

あきる野市

鶴見区

多摩川・浅川浸水想定区域

凡例
　　　　0.5m未満の区域　　　　　　　 2.0～5.0m未満の区域

　　　　0.5～1.0m未満の区域 　　　　 5.0m以上の区域

　　　　1.0～2.0m未満の区域

1.3 1.3 浸水想定区域の資産状況浸水想定区域の資産状況

多摩川

②

浅　川

①① 河口から河口から8.58.5kk付近付近 ②②河口から河口から2727kk付近付近

堤防沿いの都市化状況
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浸水想定区域内の資産状況

18兆円資産額

125万人人　口



2.12.1 災害実績と計画策定の経緯について災害実績と計画策定の経緯について

明治40年8月　 台風により約20箇所堤防決壊

明治43年8月　 台風によりほぼ全川にわたって破堤

大正 7年 多摩川改修計画策定

昭和22年9月　 カスリーン台風により甚大な被害発生

昭和39年 新河川法の制定

昭和41年3月 多摩川一級河川に指定

　　　　6月 多摩川水系工事実施基本計画策定

昭和49年9月 　台風16号により堤防決壊。

昭和50年4月　 多摩川工事実施基本計画の改定

平成 9年 河川法改正

平成12年12月 多摩川水系河川整備基本方針策定

平成13年 3月 多摩川水系河川整備計画策定
4



2.22.2　狛江水害　狛江水害

堰の爆破を実施

狛江市

宿河原堰

多摩川

･戦後最大規模の洪水
･堤防決壊　２６０ｍ
･流出家屋　１９戸

家屋の流出

昭和４９年９月　台風１６号は、多摩川上流域
に大雨を降らせ、大きな被害をもたらした。
小河内上流域で２日雨量476.0mmを記録した。
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3.13.1 河川整備計画の策定までの背景河川整備計画の策定までの背景

明治明治2929年年 近代河川法の誕生近代河川法の誕生

昭和昭和3939年年 新河川法の制定新河川法の制定

明治18年に枚方で淀川が決壊し、大洪水が発生。

これを契機に河川法が誕生。当時は洪水対策・治水に関して定めた。

治水

水需要の増加に伴い、水不足が深刻化。

治水に加え、水資源開発（治水）を位置づける。

また水系一貫管理制度の導入

平成９年　河川法改正平成９年　河川法改正
河川環境に対する関心の高まり、河川環境の

整備と保全を導入。

地域の意見を反映した河川整備の計画制度を導入

治水 利水

環境

治水 利水
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多摩川流域懇談会

議論等による住民要望収集
・流域セミナー
・ふれあい巡視
・現地ワークショップ等

多摩川流域委員会

議論等による意見調整
・市民
・学識者
・行政等

公聴会の開催
学識者の意見
地方公共団体の長の意見
関係機関と協議

基
本
方
針
の
策
定

3.23.2 河川整備計画策定の流れ河川整備計画策定の流れ
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石原 田園調布（下）日野橋

単位：m3/s

浅川

高幡橋

赤字：整備計画目標流量

3.33.3 戦後最大の洪水を目標戦後最大の洪水を目標

戦後最大規模の洪水を

安全に流すことを目標

■：基準点

●：補助基準点
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3.4 3.4 河川整備計画の特徴河川整備計画の特徴

　「多摩川らしく美しい心安らかな水系の実現」
基本理念

・自然な川の流れを最大限尊重（河岸維持管理法線設定）

・川の利用と保全のルールを定めた（機能空間区分）

・川づくりの全般の計画

・治水の整備目標を定めた

・多摩川流域リバーミュージアムの実現

・協働で維持管理

・水流実態解明プロジェクトの開始

・スーパー堤防の整備

Point 1

Point 2

Point 3

Action 1

Action 2

Action 3

Action 4

Action 5

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

５
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
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③総合的な治水対策
【緊急時のソフト対策】

⑤広域防災対策
【河川敷ヘリポート】

④超過洪水対策
【スーパー堤防の整備】

②堤防の
　安全性を向上
　　【堤防の強化】

①河道断面の確保
【固定堰の対策】

4 4 多摩川河川整備計画の概要多摩川河川整備計画の概要
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整備済み地区
未整備地区

四谷本宿堰③

羽村取水堰⑤大丸用水堰②

昭和用水堰④二ヶ領上河原堰①

■事業の目的
流下能力不足を解消する

①①--11 河道断面の確保（堰対策）河道断面の確保（堰対策）

③

②

④

①

⑤
多
摩
川

浅
川

多摩川流域

①二ヶ領上河原堰①二ヶ領上河原堰

堰による土砂の堆積

堰による
流れの阻害
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現況流下能力

基本方針流量

整備計画流量
二ヶ領上河原堰

石原

大丸用水堰

四谷本宿堰
(対策済)

昭和用水堰

羽村取水堰

宿河原堰
(対策済)

日野用水堰

小作堰

宿河原堰の改築による
流下能力向上

■ 堰による流下能力不足

四谷本宿堰の床止化による
流下能力向上

調布取水堰

秋川

浅川

7000m3/s
6500m3/s

4600m3/s 4500m3/s
3800m3/s

2400m3/s

4700m3/s
2600m3/s
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30k31k32k
33k

34k
35k

36k

37k

対策後は浸水なし

浅川

■対策の効果

　■ 対策前の浸水エリア

①①--22 河道断面の確保（河道断面の確保（四谷本宿堰対策）四谷本宿堰対策）

多摩川流域

四谷本宿堰（38.2km）

多摩川

■対策事業の内容
　○ 堰の撤去
　○ 護床ブロック設置

38k

39k

計画高水位

国立市 改築前の河道 日野市

河積の増大

約80cmの水位低下

※水位は堰上流部、38.4k地点
四谷本宿堰

被災直後（H13.9） 対策工事後（H17.11）

石田大橋
石田大橋

■被害及び被害軽減

※シミュレーションにより被害を算定

747億円610(ha)軽　減

0億円0(ha)対策後

747億円610(ha)対策前

被害額浸水面積
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0k

1k
2k

浅川下流部
（0km付近）

多摩川流域

■ 対策前の浸水エリア

多摩川

浅川

■対策の被害軽減効果

※シミュレーションにより被害を算定

163億円37(ha)効　果

0億円0(ha)対策後

163億円37(ha)対策前

被害額浸水面積

■対策の効果

■事業の内容
　○ 床固対策
　○ 河道掘削
　○ 低水護岸整備

①①--33 河道断面の確保（浅川緊急改修）河道断面の確保（浅川緊急改修）

・床固対策 ・河道掘削
・低水護岸整備

0.6k

56

58

60

62

64

66

-20 30 80 130 180
横断距離(m)

標
高
（
A
.P
.m
）

H11.03

H16.03

対策前水位(改修前)

対策後水位(改修後)

左岸 右岸河道掘削
（断面拡幅）

低水護岸整備

浅川0.6kの河道断面（対策前後）

　:掘削箇所

13
対策後は浸水なし



②②--11 堤防等の安全性向上（水衝部対策）堤防等の安全性向上（水衝部対策）

中流９３箇所

下流３６箇所

上流２０箇所 下石原地先

（Ｈ１４．９）

区間 全体被災箇所数

上流部
（40.4k～61.8k） 20

中流部
（13.3k～40.4k） 93

下流部
（0.0k～13.3k） 36

　急流河川で流速
が大きく、河岸が
広い中流部では浸
食被害が頻発（約
６割が中流部で発
生）しており、その
影響が堤防まで及
んでいる。

一度に堤防付近まで侵食

最大約４０ｍ
府中市南町五丁目地先

一度に堤防付近まで侵食

最大約４０ｍ
府中市南町五丁目地先

侵食前の河岸位置
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（昭和49年～平成16年）

全体被災回数



■対策の被害軽減効果

※シミュレーションにより被害を算定

日野市石田地先（39km地点）H13.9撮影H13.3撮影

削られた河岸

洪水前 洪水後

堤防

H13.9撮影H13.3撮影

削られた河岸削られた河岸

洪水前 洪水後

堤防

多摩川流域

7１億円75(ha)効　果

0億円0(ha)対策後

7１億円75(ha)対策前

被害額浸水面積

40k
41k

42k

36k

37k

38k

39k
多摩川

浅川

対策後は浸水なし

■ 対策前の浸水エリア

■対策の効果

■事業の内容
　○ 低水護岸の整備
　○ 高水護岸の整備
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②②--22 堤防等の安全性向上（日野地区水衝部対策）堤防等の安全性向上（日野地区水衝部対策）



③③--11 総合的な治水対策総合的な治水対策((浸水想定区域図の公表浸水想定区域図の公表) ) 

多摩川

浅川

多摩川流域多摩川流域

浅川流域浅川流域

検討対象区間検討対象区間（直轄管理区間）

日野市

八王子市

浅川浸水想定区域図
（平成17年7月公表）

福生市

昭島市
立川市

国立市
府中市

調布市

狛江市
世田谷区

大田区

川崎区

幸区
中原区

高津区

多摩区

稲城市
多摩市

日野市
八王子市

鶴見区

多摩川浸水想定区域図
（平成14年2月公表）

凡例
　　　　0.5m未満の区域　　　　　　2.0～5.0m未満の区域

　　　　0.5～1.0m未満の区域 　　　5.0m以上の区域

　　　　1.0～2.0m未満の区域

■公表の目的

　○住民の円滑かつ迅速な避難を図る
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川崎市川崎市
平成平成1616年年1111月月55日公表日公表

調布市調布市
平成平成1717年年33月月11日公表日公表

■沿川自治体の洪水ハザードマップ■沿川自治体の洪水ハザードマップ
　整備率（直轄管理区間）　整備率（直轄管理区間）

5858％％（整備済自治体の流域内浸水面積／（整備済自治体の流域内浸水面積／

流域浸水面積で算出）流域浸水面積で算出）

（平成（平成1717年年1212月現在）月現在）

③③--22 総合的な治水対策（ハザードマップの公表）総合的な治水対策（ハザードマップの公表）

府中市府中市
平成平成1717年年1111月月1616日公表日公表

世田谷区世田谷区
平成平成1717年年1010月月2424日公表日公表

日野市、稲城市日野市、稲城市
作成中作成中

整備済整備済未整備未整備
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■事業の目的
○超過洪水時の破堤による

　　甚大な被害の発生を防ぐ
○地震にも強い堤防

越水による堤防決壊

越水による堤防決壊なし

浸透による漏水

浸透による漏水なし

④④--11 超過洪水対策（スーパー堤防）超過洪水対策（スーパー堤防）

■推奨区間：氾濫域が東京湾に向かっ
　　　　　　て広り、甚大な浸水被害

が想定される区間　　　

18

丸子橋

第3京浜

日野橋

候補区間

推奨区間
【重点整備区間】

主に川沿の低地に
氾濫

密集した市街地で
氾濫が広がる



③ ①②

④
⑤

⑥

多
摩
川

浅
川 ⑦

⑧

⑨

⑫

⑪

④④--22 超過洪水対策（スーパー堤防）超過洪水対策（スーパー堤防）

スーパー堤防完成地区

スーパー堤防 下丸子地区

下丸子地区

東町⑫下丸子⑥

大丸第1⑪古市場⑤

大丸第2⑩多摩川2丁目④

矢野口⑨戸手③

染地⑧中瀬第一②

鎌田⑦大師河原①

⑩多摩川流域

スーパー堤防整備状況スーパー堤防整備状況
推奨区間整備計画延長　 ２８km
推奨区間整備延長　　 ２.８km
整備率　　　　　　　　 約10％

：高規格堤防整備区間
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〔整備前〕

〔整備後〕

街区

街区

堤防裏法面必要公共空間

必要利用スペース

1:30

〔整備前〕

〔整備後〕

街区

街区

堤防裏法面必要公共空間

必要利用スペース

1:30

事業の概要

　スーパー堤防の整備と併せ、　　　
　マンション建設、緑地整備等を実施

主な工種

　盛土工・緩傾斜堤防　等



■　多摩川下流域を守る大師河原防災ステーション整備

・市民のための憩いの場の提供

・防災意識を高めるｲﾍﾞﾝﾄ等への活用

平常時の活用

・破堤氾濫に対応する資材の確保

・水防活動の拠点として現場を支援

・資材の迅速な輸送

被害を最小限に留める

大師河原防災ステーション予定地

多
摩
川

防災ステーションの機能

大師橋

⑤　⑤　広域防災対策（河川防災ステーション整備）広域防災対策（河川防災ステーション整備）
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氾濫による被害が大きい多摩川下流の都市再生に向けた防災拠点の導入



5.1 5.1 プロジェクト的事業管理への取り組みプロジェクト的事業管理への取り組み

コスト管理（予算管理）コスト管理（予算管理）
時間管理（工程管理）　　　　　　　　　　　時間管理（工程管理）　　　　　　　　　　　
アカウンタビリティー（情報提供）アカウンタビリティー（情報提供）

次年度の次年度の
　事業内容への反映　事業内容への反映

事業管理の実施　　　
・詳細な工程確認

年度末年度末
　事業実施内容の公表　　　　事業実施内容の公表　　　
　（変更内容及び変更理由）　（変更内容及び変更理由）

事業管理の総括　　
・課題の抽出　　　
・対策の検討

年度当初年度当初
　事業内容の公表　　　　　　事業内容の公表　　　　　
　（工程･事業費･事業内容）　（工程･事業費･事業内容）
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被害が多発し、人口や資産が集中している中流部の１０箇所について、
コスト、時間コスト、時間を適切に管理しアカウンタビリティーアカウンタビリティーを行いながら対策を実施。

多摩川堤防侵食集中対策プロジェクト 計画工程と実施工程をＨＰに掲載

＜ 全 体 計 画 ＞

　・工事規模：高水護岸(総延長3.2km)

　　　　　　：低水護岸(総延長4.7km)

　・実施期間：平成15年度～平成18年度

　・総事業費：約70億円

目的・実施内容をＨＰに掲載

１０箇所の総事業費を公表

5.2 5.2 プロジェクト的事業管理への取り組みプロジェクト的事業管理への取り組み

現地説明会の実施

22



6 6 河川整備計画の費用対効果河川整備計画の費用対効果
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H17.4治水経済調査マニュアル（案）に基づいて算出

※1)高規格堤防および広域防災対策を含めた総費用

■ 整備計画策定時（平成13年以降）

■ 残事業（平成18年以降）

1,4025,8764.2

総費用※1)総便益
費用便益比
(Ｂ/Ｃ)

（億円）

8533,6354.3

総費用※1)総便益
費用便益比
(Ｂ/Ｃ)

（億円）



素　案　作　成素　案　作　成

　ふれあい巡視による沿川自治体・住民の要望

　・ワークショップ（市民団体主催）
　・平成13年2月までに１２回開催
　・約５００人が参加

　流域セミナー（議論の場）

市民アクションの活動

　・行政、市民の立場から議論
　・平成11年度～平成12年度までに計８回実施

ふれあい巡視

流域セミナー

現地ワークショップ

7.17.1 河川整備計画策定にあたって河川整備計画策定にあたって
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　・行政部会が主催（行政素案を作成）
　・平成11年度に２３地区で計２７回開催
　・約１３００人が参加
　・延べ６，２００ｋｍを巡視



市民の窓口
（多摩川水系

自然保護団体協議会）

市民団体市民団体市民団体

行政（河川管理者）

市民の窓口を通じて関係団
体への工事情報の提供

各市民団体からの意見集約

7.27.2 多摩川における工事実施手法多摩川における工事実施手法

各市民団体への工事
情報の提供

25

現場に入る前
に工事内容の
情報を提供

現地立会による　　　
　　　　　　　意見調整

市民団体から工事に
関する意見、提案



7.37.3 フォローアップの取り組みフォローアップの取り組み

PLAN

DO

具体的なの整備、
維持管理

整備手法・
効果の点検

点検の結果を
とりまとめ

整備計画、今後の整備
等へのフィードバック

CHECKCHECK

ACTIONACTION
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市民・学識者との意見交換

・流域委員会（2回）
・流域セミナー（12回）
・水流解明キャラバン(14回)
・ふれあい点検（2回）
（平成13年度～平成17年度）

フォローアップレポート作成・公表 多摩川水系河川整備計画

整備計画メニューの実施



88　コスト縮減の取り組み事例　コスト縮減の取り組み事例
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■現地発生材（コンクリートガラ等）の再利用
　　　～　環境に配慮した自己完結型のリサイクル　～

建設副産物の再利用
＜効　果＞
・現地発生材の処分費、
　　　　　材料費の縮減
・運搬処理費の縮減

発生土等の再利用
＜効　果＞
・在来植生の回復
・運搬処理費の縮減

低水護岸施工直後

仮締切土を護岸に寄石

在来植生の回復

根固めブロック(２ｔ)破砕状況 発生材再利用状況

コンクリートガラの利用状況

被災直後の状況



99　今後の対応方針（原案）　今後の対応方針（原案）

多摩川流域では沿川に資産が集積しているため氾濫被害ポテンシャ
ルが大きい。また、多摩川は水源から河口までの勾配が急で流れの
速い河川であるため、河岸侵食が起こりやすい状況にある。さらに
、堰等のによる流れの阻害で河床に土砂が溜まり、河道断面が不足
している。上記の課題に対応するため、今後も河川改修事業を進め
ていく必要がある。

多摩川水系の河川改修事業は、現在計画的に進めている。また、フ
ォローアップの取り組みを通じて、市民・自治体等と連携しながら
整備を行っている。事業進捗にあたっての阻害要因は特にない。

河川改修事業について本事業を継続していく。

1）事業の必要性に関する視点

2）事業進捗の見込に関する視点

3）コスト縮減の視点
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今後も環境に配慮した自己完結型のリサイクルによりコンクリート
ガラや採掘土を再利用する等のコスト縮減に努める。


